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（案） 

議 事 

 

（１）第１号議案 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

         会場地市町村選定基本方針及び会場地選定基準改正（案）・・・・・Ｐ１ 

 

（２）第２号議案 第８１回国民スポーツ大会会場地市町村第７次選定（案）・・・・・Ｐ２ 

 

（３）第３号議案 第８１回国民スポーツ大会公開競技会場地市町村第１次選定（案）・Ｐ３ 

）・・・・・Ｐ８ 

 

（６）第６号議案 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

         開催基本構想（原案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別冊 

 

 

 

 

 

 

 

○ いちご一会とちぎ国体における警備・消防・防災業務について 

資料３ 





いちご一会とちぎ国体の
警備・消防・防災業務

国体実施状況
（１）会期

会期前実施競技 令和４年９月10日(土)～19日(月)

本大会 令和４年10月１日(土)～11日(火)

（２）参加者数
区分 選手・監督 大会関係者 観覧者 合計

総合開会式 1,646 8,914 7,302 17,862
総合閉会式 671 6,654 3,905 11,230
競技会 正式競技（37競技）

※競技会の参加者数は、
合計のみ記載

295,337
特別競技（1競技） 19,560
公開競技（5競技） 3,238
デモスポ（31競技） 10,848

合計 69,518 94,601 193,956 358,075

（単位：人）
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国体実施状況
（３）総合開・閉会式会場

カンセキスタジアムとちぎ（栃木県宇都宮市）
カンセキスタジアムとちぎ
（栃木県総合運動公園内）

宇都宮駅

西川田駅

雀宮駅

警備・消防・防災に関する主な業務
１．自主警備
○事前警戒・警備 ○入退場者管理（ＩＤ確認、手荷物検査、金属探知機検査等）
○雑踏警備 ○会場内警備（不審者・不審物に対する警戒）
○迷子・遺失物対応 ○事故等発生時の連絡体制・初動対応等の事前決定
○事件・事故発生時の通報連絡、初期対応
※皇族の護衛（会場内外の警戒）、事件・事故発生時の対応・処理は県警が行う

２．交通警備
○駐車場出入口及び交通規制箇所での車両誘導、通行許可証の確認
○交通規制箇所・横断箇所での歩行者誘導
○会場周辺店舗駐車場等の違法駐車防止 ○交通事故等発生時の初期対応

３．消防・防災
○火気等使用予防管理（火気等使用場所の指定、火気等使用者・関係者への指導）
○緊急車両の配備 ○火災等の警戒 ○消火用設備の点検・確認
○避難経路の確保 ○火災等発生時の通報連絡、初期対応、避難誘導、救急救助活動
※火災発生時の消火活動は消防署員が行う
４．大規模災害・突発重大事案対策
○発生に備えた組織体制の確立 ○発生時における対応方法の事前決定
※テロ警戒、発生時の処理は県警が行う
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警備・消防・防災に関する主な業務

自主警備・交通警備に要した人員数は以下のとおり。

（単位：人）

区分 実施本部員
（県職員）

ボランティア 警備員

開
会
式

自主警備
２３５

７３ ４６５
交通警備 ０ １６４
合計 ２３５ ７３ ６２９

閉
会
式

自主警備
２０７

３０ ３７７
交通警備 ０ １４８
合計 ２０７ ３０ ５２５

警備・消防・防災本部の設置

開閉会式会場付近に警備・消防・防災本部を設置し、災害発生
の予防や有事対応にあたった。

● 警備消防業務の総括
現場からの無線や電話等を受信、傍受して情報収集・整理にあたり、
必要に応じて所定の用紙に記録し、会場警備班長に報告する。

● 防犯（監視）カメラによる監視
防犯カメラによる監視を行い、異常発見時（来場者混雑、雑踏事故、傷病者等）
には会場警備班長への報告と情報収集にあたる。

● 遊撃業務
トラブル発生時に現場に急行して対応する。
事件・事故発生時は現場にて情報を収集し、
随時、会場警備班長に報告する。
≪遊撃要請の一例≫
・非常ベルが鳴った時の現地確認
・入退場時など会場混雑時における誘導要

員としての応援対応
・入場不可となった来場者への対応

警備・消防・防災本部内部の様子
（栃木県業務マニュアルより）
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県警は別途警護警備現地員を配置し、
皇族の護衛、テロ対策、トラブル対応にあたる

警備・消防・防災本部の体制
班 係 担当 業務内容

警備消防総務係 実施本部員
 関係機関との連絡調整、情報収集
 トラブル発生時の遊撃業務

実施本部員  ID確認（警備員と連携して行う）
ボランティア  体調チェック、手荷物検査袋の配布

実施本部員
 IDカードのレベルチェックとリストバンドの識別確認、
 入場締切り後の入場者対応

ボランティア  飲料の移し替え、資料の配付、観客への案内

警備係 実施本部員
【平常時】座席案内・会場案内をしながらの警戒警備
【皇室の御着・御発時】クリア措置(規制エリアからの人の追い出し)
【トラブル発生時】遊撃業務

実施本部員  ボランティアの指揮、来場者からの問合せ
ボランティア  座席案内及び式典会場内警備
実施本部員  ボランティアの指揮、来場者からの問合せ

ボランティア  会場案内及び会場周辺警備
自主警備本部 委託警備会社 警備員  交通警備、会場周辺の警戒警備、ID確認、本人確認、手荷物検査

消防 消防署員
 警備消防防災本部及び緊急車両にて事案待機
（有事の際の消火活動、救急活動）

警察 県警  警備消防防災本部にて警察との連絡係
その他

会場警備班

ID確認所係

入場口係

座席案内係

会場案内係
来場者整理班

自主警備実施状況
【来場者の入退場管理】

１

２

３

４

５

６
１

２
４

６
会場の入場口は全部で６カ所設けられ、
各入口で入退場者管理が行われた。
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自主警備実施状況

【来場者の入退場管理】
入場手順
①検温・手指消毒
②体調管理チェックシートの提出

または健康管理アプリの提示
③入場券（ＩＤカード）及び身分証明書の確認
④金属探知機検査、手荷物検査

自主警備実施状況
【来場者の入退場管理】

一度確認を受けると
赤いシールが貼られる

ＱＲコードを読み取り
本人確認書類と照合

会場内の様子

通行管理レベル識別
（レベル：１～６）
会場内では自身の通行
管理レベルに応じて行
動する。
※視察員はレベル４で
あったため、レベル５
のエリアに入ることは
できなかった。
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自主警備実施状況

【会場内警備】
不審者、不審物等に備えて、入場者管理を警備員、式典会場内警備や皇族の
警備・護衛を警察官が行った。

式典会場内警備（警察官）選手・監督等控えゾーン入口の識別確認所
（警備員）

自主警備実施状況
【会場周辺の交通整理、誘導】
会場周辺道路における交通渋滞及び交通事故対策、会場近辺の交差点等に
おける歩行者の安全確保等交通事故の防止に関する業務を実施。

開閉会式
会場
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自主警備実施状況
【雑踏警備】
滞在・混雑が予想される場所、階段など転倒事故が予想される場所、入場口
などの群衆密度が高くなる場所等での通行管理等による雑踏事故防止措置を
実施。

自主警備実施状況
【事故等発生時の連絡体制・初動対応等】
事故等が発生した際の連絡体制は以下のとおりであった。

なお、火災発生時及び大規模災害・突発重大事案発生時には別途応援本部を

立ち上げ対応にあたることになっていた。
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式典開始前に来場者に対して緊急時の対応を周知

消防防災実施状況
【会場内の火気点検、防災・避難誘導設備の確認】
消防用設備の事前点検及び整備、避難経路の確保・周知、緊急時に来場者が
取るべき行動の周知等を行った。

会場のアナウンス
内容を手話で表現

会場のアナウンス
内容を文字で表示

重要事項を表示
「地震や火災の際は係員の指示に従っ
て落ち着いて行動してください」

消化器前に物を置かないように
注意喚起

会場内には避難経路図を掲示

消防防災実施状況

来場者に配布した
案内チラシ
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消防防災実施状況
【緊急車両（消防車、救急車）の配備】
有事に備えて緊急車両を複数台配備。警備・消防・防災本部には消防職員が
待機、救護本部には救急隊員が配置された。

車両 開会式 閉会式 合計
消防車両 ４ ４ ８
救急車両 ２ ２ ４

合計 ６ ６ １２

緊急車両配備数 (単位:台)

大規模災害・突発重大事案対策実施状況

会場利用者へ呼びかけ（会場内掲示）

大規模災害・突発重大事案の発生に備えて、情報収集、交通機関
の運行状況及び道路交通状況の把握、救急搬送体制の確立等の
対策を実施。

皇族警察・警察犬による巡回

9



国体開会式前日にブルーインパルスがテスト飛行をしたため
会場を囲むように周辺には多くの人が集まっていた。
また、当日も会場外にブルーインパルスや行幸啓を目的に

参集していたため、大会期間前及び会場外の警戒態勢の必要性を
改めて感じた。

その他

国体開会式前日の会場周辺の様子
（ブルーインパルス飛行前）
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